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5年下第 18回例題        テキストは四谷大塚でお買い求めください。  中学受験のヘクトパスカル    その 3 

 

 

(1) 

兄の速さを Am/分 弟の速さを Bm/分と

すると  

上の公式より ア＝イ なので， 

8x(A+B) = 24x(A-B) 

(A+B)と(A-B)の比は 
1

8
 : 

1

24
 = 3 : 1 

和差算で 

 

 

兄(A)の速さは(3+1)÷2=2 

弟(B)の速さは(3-2=)1 

 

(2) 

１周は，兄と弟がそれぞれ 8 分進んだ道の

りですから， 

(2x8)+(1x8)=道 24 とすることができます。 

ここを兄が毎分 2 の速さで歩くとかかる時

間は， 

 24÷2=12(分) 

  

 

 

 3 

2 : 1 

12分 
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上りと下りの速さの比は， 

 
1

35
:

1

15
 = 15:35 = 3 : 7 

速さ(7-3=)4が(20m/分 x2=)分速 40m 

ですから， 

速さ 1は(40÷4=)10m/分 

   ↓ 

上りの速さは，10x3=30(m/分) 

ここを 35分かかっていますから 

AB間の道のりは 

 30x35=1050(m) 

 

 

 

 

 
速さ 7 

流れの速さ 

 

 

分速 20m 

 

 

 

 
速さ 4 

1050m 
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(1) 

もし，エンジンが故障しなければ B 地には

25分後に到着している。 

したがって， 

予定と実際の時間の差は 45-25=20(分) 

ボートが流された時間・・・15分 

Dから Cに戻るまでの時間・・(20-15=)5分 

上の図から， 

流れの速さと上りの速さの比は 

 
1

15
:

1

5
=1:3 ⇒ 右の３本線に書き入れる 

静水時の速さの比は (3+1=)4で， 

これが 160m/分にあたりますから， 

比の 1は(160÷4=)40m/分 

したがって， 

流れの速さは比の 1 ですから毎分 40m 

 

 

 

(2) 

上りの速さ・・・40x3=120m/分 

なにもなければ 25分で Bにつきます

から，求める値は，  

 120x25=3000 

 

25 

15分 

流れ 上り 

15 5 
20分 

 

 

③ 

160m/分 ④ 

毎分 40m 3000 
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(1) 

右の図のように 電車は 

 [トンネルの長さ＋電車の長さ]だけ 

走ります。 

 750+150=900(m)・・・走った長さ 

求める時間は 

 900÷25=36(秒) 

 

 

 

Aと Bの速さの比は 1 : 2  

Aはわたり終えるまで(1x40=)40走った 

Bがわたり終えるまで(2x15=)30走った 

 (40-30=)長さ 10 が(180m-80m=)100mにあたる 

       ↓ 

比の長さ 1は(100÷10=)10m 

Aの走った長さ 40 は，10x40=400(m) 

 したがって，鉄橋の長さは 

  400-180=220(m) 

 

 

時速 90kmを秒速 m になおします。 

1時間＝60x60=3600 秒ですから 

kmを mになおしてから 3600でわります。 

90000÷3600=25(m/秒) 

 

 

750m 
150m 

36秒 

 

 

A 

B 

180m 

80m 

 

 

長さ 40 

長さ 30 

220m 
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(1) まず，4時のときを考えます。 

このとき，長針と短針 

のなす角(小さい方) 

は(30x4=)120(度) 

ここから長針が短針を追いかけます。 

1 分間に 5.5 度ずつ差が縮まりますか

ら追いつく（重なる）のは， 

 

 

120÷5.5 = 
120

5.5
 = 

120×2

5.5×2
 = 

240

11
 = 21

9

11
(分) 

 

(2) 

正しい時計が 60分進とき 

時計 Aは(60-3=)57分進みます。 

 

(正)と(A)の時を刻む速さの比は 

 60:57=20:19 

 

 

 

 

Aにおいて，○19 が 6時間 20分（380分） 

なので， 

正しい時計の○20 は 

 380x
20

19
=400(分) ⇒6 時 40分 

  

 

4 

120° 

4時 21
9

11
分 

正 

A 

正午 6 時 20分 

○20  

○19  

午後 6時 40分 


